創世記　２章　１５－１７節
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●「善悪の知識の木」の意義

　園の中央に生えさせられた「善悪の知識の木」とはどのようなものであり、この木からだけは「決して食べてはならない」と戒められたことにはどのような意味があるのだろうか。
　「善悪の知識の木」には人間に対する神の願いが込められている。一つはアダムとエバが個人完成し、愛を完成させることであり、もう一つは神の御言葉だけを信じ、それに従うことにより幸福と歓喜を永遠に味わうことである。神の願いはアダムとエバが愛を完成させ、祝福の御言葉を成就させることで幸福になることなのである。
➀愛の完成と真の結婚観について
「善悪の知識の木」とは、口語訳では「善悪を知る木」であり、この「知る」の原語「ヤダー」は性的な交わりを意味する言葉である（4:1, 24:16）。つまり、アダムとエバに与えられた唯一の戒めとは性的関係を戒めるものだった。バビロンの『ギルガメッシュ物語』でも「木の実を食べる」という言葉は性的な行為の隠語として用いられている。
戒めの御言葉が与えられたのは、神の理想としての愛の交わり、男女の愛の関係、そして真の結婚による夫婦関係を教示するためだった。アダムとエバは個人として愛を完成させるまでは決して性的関係を結んではならなかったのであり、神は愛と性の関係を神聖なものとするために戒めを与えられ、神の創造理想を完成させ、人間を真の幸福に導こうとされたのである。
②神の御言葉に対する絶対愛、絶対信仰、絶対従順について

　「善悪の知識」とは、一つには道徳的・倫理的な善悪判断をするための知識のことであり、もう一つは地上のあらゆることに通じる知識のことで、「メーリズム（merism）」と呼ばれる聖書理論に基づく解釈であるが、どちらの解釈においても人間が何らかの知識を獲得することを意味している。ここで善悪の知識を得ることが人間の幸福にとって不可欠であるというのは人間本位の理想でしかない。なぜなら、神は人間が自ら進んで善悪を知ることを厳禁しているからである。聖書に通底している根源的真理は、人間は神との人格的な交わりによる心情一致によってのみ幸福になるというものであり、その人格的交わりは神の御言葉を通してのみ実現されるのである。
　神の御言葉に背いて善悪を知る者となっても、人間は決して幸福になることはできない。罪人は善を知ってもこれをなす力がなく、悪を知ってもそれを避ける力がないからである。「命の木」は信仰を、「善悪の知識の木」は知識を意味しており、それは人間が信仰によって生き、知識によって滅ぶことを教示している。永遠の生命は神を愛し、神の御言葉に信頼する者の心にこそ宿るのである。
